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Netatmo の API を利用するには， 
1. Client ID, Client Secretの取得(初回) 
2. access_tokenの取得(180 分毎) 
3. access_tokenを利用した API呼出(10 分毎) 
の手順が必要になる。Web ブラウザで 1.の情報を取
得し，2.,3.の処理は shell script で記述 crontab
により定期的に実行している。API で呼び出した値
は，shell scriptによりinfluxDBへ格納している。
3.の API呼出は curlコマンドで以下のように行ない， 
curl -s -proxy ${PROXY} -X GET \ 
https://api.netatmo.com/api/getstationsdata?access
_token=${TOKEN} 
JSON データを得る。得られた JSONは jqコマンドを
利用してパースし，CO2 濃度，室温の情報を取り出
している。 
2.2. USB CO2モニター 
USB接続して利用するCO2計測器 CO2-mini(図 3)が




リも Ruby や Pythonでは公開されている。Pythonの
ライブラリを活用した CO2 監視ソフトウェア
co2meter[3] が github 上で公開されている。
co2meter は測定値をファイルへ出力するだけでなく






開発したシステムでは SBC の一種である Beagle 
Bone Black(BBB) を 用 い て 作 成 し た 。 BBB は







より，PNG ファイル(図 4)を生成し，fbi コマンドに
よりフレームバッファへ表示するようにした。これ
により Web ブラウザも不要かつフレームバッファへ




crontab から値を書き込み夜間は HDMI の出力を off
にしている。 
このシステムも Netatmo システムと同様に計測値
を時系列 DB である influxDB へ定期的に格納してい
る。 
PNG で生成する画像には co2meter で利用している
画像をそのまま流用した。この画像は 800ppm未満で




図 2 Netatmo ウェザーステーション 
 
図 4 CO2 濃度表示画面 
 
図 3 USB CO2 モニター 
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2.3. シリアル接続CO2センサ 
安価な CO2センサに MH-Z19 がある。このセンサは，
シリアルポート(ピンヘッダ)接続で CO2 濃度の測定
値を得ることができる。BBBや Raspberry Pi などピ
ンヘッダのシリアルインターフェイスを持つ SBC で
あれば，TxとRxおよび電源をジャンパー線で接続す
れば利用できる(図 5)。pythonには MH-Z19 を扱うた
めのモジュールが提供されており， 
pip install mh-z19 
により導入できる。このモジュールを利用すること







csv = `python3 -m mh_z19 --all| \ 










curlコマンドを使って influxDBへ POST し，データ
ベースへ格納している。 
3. CO2 監視ダッシュボード 
CO2 の測定値は，全て時系列データベース
influxDBへ格納している。influxDBに格納すること
で，可視化ツール Chronograf を利用でき，CO2 濃度
の変化データ示すグラフや直近の CO2 濃度を計測器
のアナログメータのように表示する gauge を使った
CO2 濃度監視ダッシュボード(図 6)を作成した。 
現在 CO2 を計測しているのは, 
1. 教育用端末室(Netatmo) 
2. マルチメディア教育実習室(USB CO2+BBB) 













とは困難である。そこで Chronograf の Alerting 機
能を利用し，CO2 濃度が設定したしきい値を越えた
場合に警告メールが届くようにした。具体的には，









図 5 CO2 センサ MH-Z19 と Raspberry Pi2 
 
図 6 CO2 濃度監視ダッシュボード 
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